
概要：歩⾏速度および形態を考慮し，歩⾏者固有の歩⾏動作を定量化。加齢の
影響が⼤きい動作変数（ストライド特性と⾜部動作）の計測に特化し、歩⾏動
作加齢度指数（GMA_Index)に基づいた歩⾏動作の評価・診断を実施。歩⾏動
作バイオフィードバックシステムによりユーザーに歩⾏動作改善を指導。
従来技術との⽐較：従来の歩⾏動作評価では計測に⼤がかりな装置が必要でバ
イオメカニクス的計測に基づいて評価するものはなかった。本発明は，蓄積さ
れた歩⾏動作データに基づき若年者（基準とする群）からの逸脱度により歩⾏
動作の加齢度評価を可能とした。

WEBを⽤いた歩⾏診断・学習⽀援、個⼈ユースを想定したヘルスケア製品
（スマートフォン⽤アプリケーション、スマートウォッチとの連動）
現状と今後の展望：
現状として慣性センサの⼩型化・軽量化、着脱を容易にする形状の⼯夫を進

めています。今後の展開に向けて、運動意欲を促進するインターフェイスの開
発および簡易情報からの⽣体内⼒の推定実現に向けて、以下項⽬について対応
可能な企業様を探索しています。

＊慣性センサのモディファイ（歩⾏計測に特化）
＊無線通信によるデータ⽋損への対応（転送技術の改善，データ補間）
＊⾜圧センサの併⽤（⾜関節トルクの推定、加齢度評価の精度向上）
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